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1. はじめに

　電気自動車 (EV: Electronic Vehicle)の実用化については，
自動車メーカと研究機関において，さまざまなアプローチ
が行われている。われわれの研究室は，2009年より群馬大
学次世代電気自動車 (EV)研究会（以下，EV研究会）1)に所
属し，地元企業と共同でマイクロ EV，などの研究開発を
行っている。その後，2013年 1月には，マイクロ EVを含
む超小型モビリティと呼ぶカテゴリが国土交通省で新設さ
れ 2)，その認定制度に沿って実用化を目指している。
　主に市販の部品を組み立てることで，経験がなくてもEV
を開発することが可能であると言われた時期もあったが，
認定制度を考慮すると，自動車開発の経験が必要条件と考
えられる。EV研究会には地元の自動車関連企業が所属し，
自動車のハードウェアとしては，既に図 1に示す EVを開
発して，一部実用化している。EVの実用化では，モータ，
バッテリ，などを制御するための組込みシステムであるECU 
(Electronic Control Unit)が非常に重要であり，われわれの研
究室では，EVに必要とされる ECUを研究開発している。
　EVに必要な組込みシステムを図 2に示す。現在，これ

らすべての組込みシステムを研究開発中である 3)～5)。以下
では，特に超高性能モータ制御の研究開発におけるシミュ
レーション駆動アプローチについて述べる。

2. モータ駆動制御と電源システム

　EVにおいて，最も重要な電源系とモータ駆動制御シス
テムの構成を図 3に示す。本システムは，モータ制御，ワ
イヤレス給電制御，およびキャパシタとバッテリからなる
ハイブリッド電源制御システムにより構成される。EVで
は，発進時に必要な大電力の供給，モータの回生発電電力†

回収 5)，および短時間の頻繁な充電を効率的に取り扱う必
要がある。ハイブリッド電源におけるキャパシタを，バッ
テリとモータ，およびワイヤレス給電の間のバッファとし
て位置づけ，バッテリの寿命を短縮する急速充放電を防止
する 4)。
　組込みシステムの開発では，ハードウェア (HW)とソフ
トウェア (SW)の両方とそれらの協調動作を最適化する必
要がある。開発したシステムの実験においても，実験用の
HWと SWの両方の開発が必要である。以下では，現在，
得られている一部の実験結果について述べる。
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図 1.　マイクロ EVと 8輪バス

図 2.　マイクロ EVにおける組込みシステム 図 3.　モータ駆動制御と電源システムの構成


